
                        

 
1

第 １ ３ - ０ ０ ２ 号 

     ２０１３年４月３０日 

平成２５年３月期決算について 

ＡＮＡグループは、本日４月３０日（火）、平成２５年３月期決算を取りまとめました。詳細は「平成

２５年３月期決算短信」をご参照ください。 
 
１．平成２５年３月期の連結業績 

（１）連結経営成績（連結子会社５７社、持分法適用関連会社１９社） 
①概況 

・当期は、欧州や中国等、対外経済環境を巡る不確実性があったものの、復興需要等を背景と

して緩やかな回復が続き、期末には持ち直しの動きが見られました。 

・ＡＮＡグループは復興需要等を背景に、堅調に推移したビジネス需要の取り込み、プレジャー

需要喚起策等が奏功したことに加え、「２０１２－１３年度 ＡＮＡグループ経営戦略」に掲げた

コスト構造改革を着実に遂行し、前期と比較して増益となりました。 

・首都圏空港容量の拡大、航空自由化の進展、ＬＣＣの参入･規模拡大等の事業環境変化に対

応しながら、ネットワークキャリアとしての「強み」と「効率性」の追求を両立するネットワークを

拡充し、フルサービスキャリアとＬＣＣによる「マルチブランド戦略」を推進しました。 

・ＡＮＡブランドの強化に努め、顧客満足度では英国スカイトラックス社から最高評価「５ＳＴＡＲ」  

の認定、定時性では米国フライトスタッツ社から２部門で世界一の認定、米国トランスポートワ  

ールド社から、航空業界で権威ある「エアライン・オブ・ザ・イヤー」を受賞しました。 

・なお、１月１６日から運航停止しているボーイング７８７型機については、欠航便数を抑える為 

に、他の機材効率を上げる等の対応により、収支への影響を最小限にするよう努めました。 

これらの結果、平成２５年３月期の連結経営成績は営業収入が１４，８３５億円、営業利益は  
過去最高の１，０３８億円、経常利益においても過去最高の７６９億円、当期純利益は４３１億円   
となりました。なお、１株あたりの配当金については、４円を予定しております。 

単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成２５年３月期 平成２４年３月期 増減 増減率(%)※１ 

営 業 収 入 １４，８３５ １４，１１５ ７２０ ５．１ 

営 業 費 用 １３，７９７ １３，１４４ ６５２ ５．０ 

営 業 損 益 １，０３８ ９７０ ６８     ７．０ 

営 業 外 損 益 ▲２６８ ▲２８５ １７ ―― 

経 常 損 益 ７６９ ６８４ ８５    １２．４ 

特 別 損 益  ▲６０ ▲ ５０ ▲１０ ―― 

当 期 純 損 益 ４３１ ２８１ １４９    ５３．１ 
※１ 前期との比較による増減率を示しています。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 
平成２５年３月期 平成２４年３月期 増減 

売上高 営業損益※２ 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航空運送事業 １３，２３５ ９４０ １２，６２５ ８８４ ６０９ ５５ 

旅 行 事 業 １，６１０ ４４ １，５８９ ３９ ２０ ５ 

そ の 他 １，４８８ ５４ １，３８４ ４１ １０３ １２ 
※２ 各事業における営業損益はセグメント利益に該当します。 

ＡＮＡホールディングス グループ広報部 ０３-６７３５-１１１１  
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②国内線旅客事業 

・国内線旅客事業は、ビジネス需要、プレジャー需要が堅調に推移したことに加え、お求めや

すい運賃「旅割５５」、「プレミアム旅割２８」、海外居住者向け国内線運賃「Ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ ＪＡＰ

ＡＮ Ｆａｒｅ」を新設する等の需要喚起に努め、１月以降はボーイング７８７型機の運航停止に

よる影響がありましたが、旅客数は前期を上回りました。 
・成田＝新潟線、伊丹＝福島線、羽田＝岩国線を新規開設したことに加えて、福岡＝宮崎・仙

台線、札幌＝沖縄線、広島＝札幌線、関西・中部・宮古＝石垣線、羽田＝石垣線を再開する

等、国内線ネットワークの充実に努めました。 
・プレミアムシート、普通席ともに新しいシートの導入を開始した他、機内食と飲み物を充実させ

ました。また、岡山空港でＡＮＡラウンジを新規オープン、熊本空港、関西空港、伊丹空港等

のＡＮＡラウンジをリニューアルしたことに加え、無料でデジタルコンテンツを提供する等の新

たなサービスも開始し、競争力・サービスの強化に努めました。 

結果として、国内線旅客収入は１４４億円の増収（前期比２．２％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 平成２５年３月期 平成２４年３月期 増減 増減率(%)) 

売上高（億円） ６，６５９ ６，５１５    １４４ ２．２ 

旅客数（千人） ４１，０８９ ３９，０２０ ２，０６８ ５．３ 

座席キロ（百万座席キロ） ５８，５０８ ５６，７５６ １，７５２ ３．１ 

旅客キロ（百万人キロ） ３６，３３３ ３４，５８９ １，７４３ ５．０ 

利用率（％） ６２．１ ６０．９   １．２ ――― 

 

③国際線旅客事業 
・国際線旅客事業は、ビジネス需要が堅調に推移したことに加え、プレジャー需要も旧盆・年末

年始期間を中心に堅調に推移した他、お求めやすい運賃「ＡＮＡ創立６０周年記念エコ割ユー

ス」、「エコ割探親３」の新設、訪日キャンペーン「ＩＳ ＪＡＰＡＮ ＣＯＯＬ？」を展開し、需要喚起

に努め、９月以降の中国等での反日デモの影響による需要減退や、１月以降はボーイング  

７８７型機の運航停止による影響がありましたが、旅客数は前期を上回りました。 

・７月より成田＝シアトル線（３月３１日以降、全日欠航）、１０月より成田＝ヤンゴン・デリー線、

本年１月より成田＝サンノゼ線（１月１８日以降、全日欠航）を新規開設した他、成田＝ニュー

ヨーク線を増便する等、ネットワークの充実に努めるとともに、アジア＝北米間の接続利便性

を向上させることで、接続需要を確実に取り込みました。 
・４月よりルフトハンザ航空とのジョイントベンチャーが本格的にスタートし、２社のネットワーク

を活かした共同運賃を設定、また、６月からは国際線プレミアムエコノミークラスの新サービス

を開始する等、競争力・利便性の向上に努めました。 

結果として、国際線旅客収入は２８２億円の増収（前期比８．８％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 平成２５年３月期 平成２４年３月期 増減 増減率(%) 

売上高（億円） ３，４８３ ３，２００ ２８２ ８．８ 

旅客数（千人） ６，２７６ ５，８８３ ３９３ ６．７ 

座席キロ（百万座席キロ） ３７，９４７ ３４，４０６ ３，５４０ １０．３ 

旅客キロ（百万人キロ） ２８，５４５ ２５，３５１ ３，１９４ １２．６ 

利用率（％） ７５．２ ７３．７ １．５ ――― 
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④貨物事業 

・国内線貨物は、震災後の需要増の反動に加え、天候不順や大型台風の影響等により、上半

期において需要が伸び悩みました。１０月以降は、東京発の宅配貨物や北海道発の生鮮貨

物が堅調に推移しましたが、本年１月以降は、陸上輸送との競争激化による宅配需要の落ち

込みもあり、当期の輸送重量、収入ともに前期を下回りました。 
・国際線貨物は、長引く欧州経済危機や円高による日本の輸出産業の海外シフト等により、日  

本発着の航空貨物需要が大きく減少しました。そのような環境下、ネットワークの拡充にあわ

せ、欧米発アジア・中国向け、アジア・中国発欧米向け、さらには、沖縄貨物ハブを活用したア

ジア域内貨物等の三国間輸送を積極的に取り込み当期の輸送重量は前期を上回りましたが、

単価の下落が大きく当期の収入は前期を下回る結果となりました。 

結果として、国内線貨物収入は１０億円の減収（前期比３．１％減）、国際線貨物収入は１３億

円の減収（前期比１．６％減）となりました。 
   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物事業】 平成２５年３月期 平成２４年３月期 増減 増減率(%) 

国

内

線 

売上高（億円） ３２２ ３３２ ▲１０ ▲３．１ 

輸送重量（千トン） ４６３ ４６７ ▲ ３  ▲０．８ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ４６０ ４６４ ▲ ４  ▲０．９ 

国

際

線 

売上高（億円） ８６５ ８７９ ▲１３ ▲１．６ 

輸送重量（千トン） ６２１ ５７０ ５０ ８．９ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ２，４６９ ２，２３９ ２３０ １０．３ 

 

⑤その他 

･航空運送事業におけるその他収入は、受託ハンドリング収入等で増収となったことに加えて、

エアアジア・ジャパン㈱の収入を計上したこと等により、当期の収入は１，８２９億円（前期１，６

２８億円、前期比１２．３％増）となりました。 

・エアアジア・ジャパン㈱は、成田空港を拠点とし、８月から国内線、１０月から国際線に就航し、

本年３月には中部空港を第２拠点として福岡線に就航しました。３月末日現在、エアバスＡ３２

０型機４機保有し、成田＝札幌・福岡・沖縄線、中部＝福岡線、成田＝ソウル（仁川）・釜山線に

計２０便を運航しています。当期の輸送実績は国内線で旅客数は３４万人、座席キロは５９９百

万席キロ、旅客キロは３８２百万人キロ、利用率は６３．９％、国際線で旅客数は６万人、座席

キロは１１３百万席キロ、旅客キロは７０百万人キロ、利用率は６１．９％となりました。 

 
（２）連結財政状態について 

（自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成２５年３月期 平成２４年３月期 増減 

総資産（億円）      ２１，３７２   ２０，０２５ １，３４６ 

自己資本（億円）  （注１）       ７，６６７    ５，４９０ ２，１７７ 

自己資本比率（％）         ３５．９      ２７．４   ８．５ 

有利子負債残高（億円） （注２）        ８，９７１     ９，６３６ ▲６６５ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３）          １．２        １．８ ▲０．６ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローの状況  
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成２５年３月期 平成２４年３月期 

営業活動によるキャッシュ・フロー １，７３１ ２，１４４ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲３，３３７ ▲１，６６３ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ８４５ １６１ 

現金および現金同等物期末残高  １，９１２ ２，６５８ 

減価償却費 １，２３９ １，１９２ 

 

２．平成２６年３月期の見通し  
・わが国経済は、依然として海外景気の下振れ懸念による景気の下押しリスクはありますが、輸

出環境の改善や経済対策、金融政策の効果等を背景に、企業マインドの改善にも支えられ、

次第に景気回復へ向かうことが期待されております。しかし、今後、航空業界は、首都圏空港

容量拡大に加えて、規制緩和の進展等により、大きく変化していくことが予想されており、今後、

既存の日系エアラインのみならずアジア・欧米・中東の大手エアライン、ＬＣＣ、他交通機関との

さらなる競争が激化します。 
・このような経営環境変化の中で、「２０１２－１３年度 ＡＮＡグループ経営戦略」において掲げた

三本の柱のうち「グループ経営体制の変革」「構造改革によるコスト競争力と財務体質の強化」

に継続して、スピード感を持って取り組むことにより、経営基盤のさらなる強化を目指します。 
・また、「マルチブランド体制の推進」を通じて、「ＡＮＡブランド」「ＬＣＣを含む航空ビジネス」等、

既存の事業領域に加えて、新たな成長領域拡大に向け、アジアへの戦略的投資による「航空

附帯ビジネスを中心とした多角化戦略」に取り組む「２０１３－１５年度 ＡＮＡグループ中期経営

戦略」の遂行により、「世界のリーディングエアライングループ」の実現を目指します。 

・ボーイング７８７型機の運航停止に伴い、現時点（４月３０日）において、一部の定期便を欠航と

しておりますが、多便数路線を中心としたダイヤ調整、他の機材効率を上げる等にて、お客様

の利便性確保に最大限注力しております。なお、４月２６日に国土交通省により、同機への耐

空性改善通報が改定されました。我々は、今後の改修および確認・慣熟フライトの実施に加え、

ＡＮＡグループとして可能な限りの対応を実施し、ボーイング７８７型機へのお客様の信頼回復

に全社員一丸となって取り組み、営業便の再開を目指してまいります。 

以上により、平成２６年３月期の連結業績見通しは、以下のとおりとなります。なお、配当につ

きましては、１株につき４円を予定しております。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２６年３月期見通し（連結業績）】 予想 前期実績 
（平成２５年３月期） 

増減 

営 業 収 入 １６，１００  １４，８３５ １，２６５ 

営 業 利 益  １，１００ １，０３８ ６２ 

経 常 利 益     ８００      ７６９ ３０ 

当 期 純 利 益     ４５０      ４３１ １８ 

以 上 




